
工
事
費
な
ど
を
不
適
切
に
支
出

　

本
件
は
、
平
成
２３
年
２
月
２８
日
に
市
議

会
議
長
か
ら
市
長
に
対
し
て
、
大
井
町
丸

調
査
を
始
め
ま
し
た
。
同
年
７
月
８
日
に

は
、
同
委
員
会
か
ら
市
長
に
調
査
報
告
書

が
提
出
さ
れ
、
事
実
と
し
て
極
め
て
不
適

切
な
事
務
処
理
が
複
数
発
覚
し
ま
し
た
。

　

不
適
切
な
事
務
処
理
と
は
、
県
が
設
置

す
べ
き
東し

の
の
め雲

バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴
う
仮

設
迂
回
路
設
置
費
用
を
市
が
負
担
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
開
発
業
者
が
負
担
す
べ

き
道
路
仕
上
げ
工
事
費
用
や
農
業
排
水
路

工
事
費
用
な
ど
を
市
が
負
担
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
ま
た
調
査
を
進
め
る
中
で

は
、
同
委
員
会
か
ら
指
摘
さ
れ
た
事
実
の

他
に
、
新
た
な
不
適
切
な
事
務
処
理
の
事

実
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
顧
問
弁
護
士
か

ら
は
、
こ
の
事
実
が
、
今
回
の
不
適
切
事

務
処
理
問
題
に
つ
な
が
っ
た
大
き
な
原
因

の
一
つ
で
あ
り
、
行
政
対
象
暴
力
の
典
型

的
事
例
で
あ
る
と
の
指
摘
も
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
市
は
、
市
民
が
被
っ
た
被
害
額
を

損
害
と
し
て
、
賠
償
責
任
を
負
う
べ
き
者

に
賠
償
を
求
め
、
そ
の
賠
償
請
求
に
応
ず

る
と
思
わ
れ
な
い
者
に
対
し
て
、
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
事
件
は
、
刑
事
事
件
と
な
っ
た

た
め
に
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
を
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
刑
事
事
件

が
解
決
し
た
後
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

事
件
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
回
、
民
事
訴
訟
に
臨
む
に
当

た
り
、
顧
問
弁
護
士
と
検
討
し
た
結
果
、

訴
訟
維
持
の
観
点
か
ら
、
事
件
の
詳
細
や

訴
訟
に
絡
む
事
項
に
つ
い
て
は
、
情
報
提

供
を
控
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
何
と
ぞ

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

訴
訟
終
了
後
に
は
、
事
件
の
詳
細
を
公

表
し
ま
す
。

【
職
員
の
処
分
】

職
員
　
人
を
懲
戒
な
ど
の
処
分

　

こ
れ
ら
の
不
適
切
な
事
務
処
理
事
件
に

関
わ
っ
た
職
員
は
、
退
職
者
も
含
め
て
２９

人
で
し
た
。

　

３
月
８
日
、
こ
の
う
ち
、
現
市
職
員
の

２１
人
を
次
の
よ
う
に
処
分
し
ま
し
た
。

□
処
分
内
容
と
人
数　

▽
懲
戒
処
分
（
停

職
・
減
給
）
＝
７
人　

▽
訓
告
処
分
＝
３

人　

▽
文
書
に
よ
る
厳
重
注
意
処
分
＝
６

人　

▽
口
頭
に
よ
る
厳
重
注
意
処
分
＝
５

人
　

ま
た
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
立
場
と
し

て
、
市
長
は
平
成
２４
年
３
月
の
市
議
会
で

謝
罪
す
る
と
と
も
に
、
給
与
を
半
年
間
、

３０
㌫
削
減
す
る
よ
う
に
提
案
。
同
３
月
分

か
ら
適
用
し
ま
し
た
。
ま
た
同
様
に
、
副

市
長
は
、
平
成
２４
年
１２
月
の
市
議
会
で
謝

罪
す
る
と
と
も
に
、
給
与
を
３
カ
月
間
、

５０
㌫
削
減
す
る
よ
う
に
提
案
。
本
年
１
月

か
ら
適
用
し
ま
し
た
。

【
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
】

開
発
業
者
や
請
負
業
者
に
請
求

　

市
民
が
被
っ
た
被
害
額
は
、
外
部
調

査
委
員
会
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

最
大
で
１
８
４
１
万
２
４
６
８
円
に
及
ぶ

池
地
内
で
の
工
事
請
負
契
約
な
ど
に
つ
い

て
不
適
切
な
事
務
処
理
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
詳
細
な
調
査
を

実
施
す
る
よ
う
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
市
で
は
、
内
部
調
査
を
開

可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
と
市
の
顧
問
弁
護
士
が
再
度
検
証
し
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
損
害
賠
償
請
求

が
可
能
な
額
を
１
２
０
５
万
１
９
７
１
円

と
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
外
部
調
査
委
員
会
か
ら
指
摘
さ

れ
た
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
る
支
出
と

指
摘
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
開
発
業
者
と

実
際
に
工
事
を
請
け
負
っ
た
業
者
の
不
法

行
為
に
よ
る
損
害
と
判
断
し
た
支
出
額

（
約
１
０
５
０
万
円
）を
、両
者
に
対
し
て
、

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
し
て
提
起
し
て
い

き
ま
す
。

　

詳
細
な
事
実
関
係
は
、
訴
訟
で
明
ら
か

に
し
て
い
き
ま
す
。

【
再
発
防
止
】

組
織
的
取
り
組
み
と
法
令
遵
守

　

市
で
は
、
今
回
の
事
件
は
、
外
部
か
ら

の
強
い
不
当
な
圧
力
に
対
し
、
組
織
と
し

て
対
応
す
る
体
制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
が
最
大
の
発
生
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
の
経
験
を
踏
ま
え
、市
で
は
、

再
発
防
止
策
と
し
て
、
平
成
２４
年
１
月
、

「
市
法
令
遵
守
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
事
件
の
再
発
防
止
に
向

け
て
組
織
的
に
対
応
す
る
仕
組
み
を
整
備

し
、
職
員
を
は
じ
め
、
市
民
に
対
し
て
も

法
令
遵
守
に
組
織
的
に
取
り
組
む
体
制
を

明
ら
か
に
し
、
健
全
な
組
織
運
営
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
、
再
び
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
市
政
の
確
立
を
目
指
す
も
の
と
し
て

の
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
の
法
令
遵
守
体
制
を
組
織
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
公
務
員
法

を
遵
守
す
る
た
め
の
具
体
的
な
制
度
を
設

け
、
組
織
と
し
て
普
遍
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
７
月
、
新
た
に
総
務
部

内
に
法
令
監
理
室
を
創
設
。
法
令
遵
守
責

任
者
と
危
機
管
理
責
任
者
を
任
命
し
、
組

織
的
に
法
令
遵
守
に
取
り
組
む
体
制
を
整

備
し
ま
し
た
。
職
員
は
、
研
修
を
重
ね
、

特
定
要
求
行
為
（
不
当
要
求
行
為
）
へ
の

対
処
方
法
と
公
益
通
報
制
度
に
つ
い
て
理

解
を
一
層
深
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
次

の
基
本
的
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
不
当
要
求
に
は
市
政
の
公
正

性
の
確
保
の
た
め
、
一
貫
し
て
毅き

然ぜ
ん

と
し

た
態
度
で
臨
み
絶
対
に
応
じ
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、
不
当
要
求
に
は
一
職
員
を
矢

面
に
立
た
せ
ず
、
上
司
に
報
告
。
上
司
は

「
市
法
令
遵
守
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
」

に
従
っ
て
行
動
す
る
な
ど
、
組
織
で
一
丸

と
な
り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
総
務
課
へ
速

や
か
に
報
告
や
連
絡
を
行
い
、
情
報
の
共

有
化
を
図
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
職
員
に
不
当
な
要
求
で
切
迫

し
た
危
険
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
を
想

定
し
て
、
各
課
な
ど
で
、
警
察
へ
の
通
報

体
制
を
常
に
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
基
本
的
方
針
に
基
づ
き
、

二
度
と
今
回
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

始
し
ま
し
た
。
調
査
は
、
客
観
的
で
公
平
、

公
正
な
観
点
か
ら
外
部
に
よ
る
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
同
年
５
月
３０
日
に

３
人
の
弁
護
士
か
ら
構
成
す
る
「
市
事
務

手
続
外
部
調
査
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て

※１ コンプライアンス＝社会規範に反することなく、公正で公平に業務を遂行すること※２ 訓告処分＝職員の服務義務違反の責任を確認し、将来を戒める処分

　

市
で
は
、
平
成

２３
年
７
月
８
日
、
大
井
町
丸
池
地
内
の
工
事
請
負
契
約
な
ど
で
不
適
切
な
事

務
処
理
が
複
数
発
覚
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
発
生
日
か
ら
長
時
間
が
経
過
し
て
い
た
こ

と
や
、
関
係
者
が
多
数
い
た
こ
と
、
刑
事
事
件
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、

市
民
へ
の
報
告
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
で
は
、
今
後
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
控
え
て
い

る
た
め
、
事
件
の
詳
細
や
訴
訟
に
絡
む
事
項
の
報
告
は
、
先
送
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
著
し
く
損
な
う
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
心
か
ら
深
く

お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
再
発
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
内
線
３
２
５
）

損
害
賠
償
請
求
訴
訟

再
発
防
止

職
員
の
処
分

２１

事
件
の
経
過
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再
発
防
止
に
向
け
て

意識を高め法令を遵守

　今回の不適切な事務処理問題では、
市民の皆様からの信頼を著しく失墜
し、多大なご迷惑をお掛けしました
ことを改めて深くおわび申し上げま
す。また、この問題が発覚してから
1 年９カ月にも及ぶ中で、情報提供
が進まなかったことに対しましても、
重ねて深くおわび申し上げます。
　本件は，極めて不適切な事務処理
が複数発覚したものです。誠に遺憾
であり、市民の皆様に対して本当に
申し訳なく思っております。顧問弁
護士からは、市職員の規範意識・倫
理意識の欠如が、今回の不適切な事
務処理問題につながった大きな原因
の一つであり、行政対象暴力の典型
的事例であるとの指摘も受けました。
 今後、市は、市民が被った被害額を、
損害として賠償責任を負うべき者に
賠償を求め、その賠償請求に応ずる
と思われない者に対しては、損害賠
償請求訴訟をします。また不適切な
事務処理事件に関わった２１人の職員
を処分しました。
　この事件の発生原因は、不当要求
に屈してしまった組織体制の未整備
と市職員の規範意識・倫理意識の欠
如です。市では、現在に至るまで、
再発防止策の取り組みをしてきまし
た。公務員として法令を遵

じゅん

守
しゅ

し公正
な職務を遂行することは、当然のこ
とです。
　再びこのような事件を起こさない
ために、法令遵守の推進に向けての
組織的取り組みと職員個々のコンプ
ライアンス意識の高揚が必要不可欠
です。今後、法令遵守推進を図るた
めの方策を多方面から講じ、市民の
皆様方からの信頼を一日でも早く取
り戻せるよう努力してまいりますの
で、よろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　恵那市長　可知義明

▲

記
者
会
見
で
事
件
の
謝

罪
を
す
る
市
長
（
中
央
）
ら

不
適
切
な
事
務
処
理
問
題
の
経
過
と
お
わ
び

※１

※２


